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研究成果の概要： 
ストア派はパトスすなわち激しい感情における身体的変化と魂における現象との厳密な対応を

主張したと考えられる。このことが、ストア派について唯物論的との批判がなされる遠因とな

ったのであろう。しかしながら、ストア派の意図は魂の現象を身体的変化に還元することでは

なく、あくまで両者の密接な対応を主張するものであり、このことについて初期ストア派のク

リュシッポスがゼノンやクレアンテスと異なりパトスをロゴス的部分の働きに解消したと批判

するガレノスの解釈は正しくない。 
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                               （金額単位：円） 
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2005年度 1,000,000 0 1,000,000 

2006年度 1,000,000 0 1,000,000 

2007年度 800,000 240,000 1,040,000 

2008年度 700,000 210,000 910,000 

  年度    

総 計 3,500,000 450,000 3,950,000 

 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学 ・ 哲学・倫理学 
キーワード：初期ストア派、 パトス、ガレノス、クリュシッポス 
 
１．研究開始当初の背景 
 
従来、初期ストア派のなかに、とくに魂に
ついて、見解の相違があるとするガレノスの
見解が無批判に受け入れられてきた。またス
トア哲学の独自性を強調するあまり、プラト
ン以来の哲学史的文脈のなかにストア哲学
を位置づけることは試みられることがなか
った。しかし、初期ストア派についての資料
はかぎられており、しかも従来用いられてき
た資料はいわゆる学説誌と呼ばれるジャン
ルに含まれるものであって、思想の表層的理

解を紹介するにとどまっている。それゆえ、
初期ストア哲学についてより哲学的な理解
を追求しようとするなら、伝えられる証言を
哲学的思想的な文脈のなかに位置づけるこ
とによって、それぞれの証言の意図するとこ
ろを想定し、解釈しなければならない。本研
究は、初期ストア派の思想がおかれるべき文
脈を解明しつつ、思想そのものの理解を深め
ようとするものである。 
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２．研究の目的 
 
ストア派は、独自の言語理解にもとづいて、
論理学、自然学、倫理学等の諸学を体系化し
た。本研究は、その中でも倫理学の領域にお
いて、ストア派の言語理論の実態と、その上
に構築された倫理学説との関係を解明する
ことを目的とした。ここでいう言語理論と倫
理学説との関係とは、一例を挙げるなら次の
ようなものである。ストア派は、「存在する
もの」を区分し、存在するものには善いもの、
悪いもの、善悪いずれでもないものがあると
いう。この区分はプラトンにさかのぼる伝統
的なものであるが、ストア派はそのうちの、
善悪いずれでもないものをさらに「優先され
るもの」「斥けられるもの」に区別し、学派
外からは新たな用語を導入して無用の混乱
を引き起こしたとプルタルコスらによって
非難されている。善悪いずれでもないものと
は、プラトンやアリストテレスによれば、善
いものにも悪いものにもなりうるもの、善い
ことのために用いられるなら善いものとな
り、悪いことのために用いられるなら悪いも
のとなるものである。ところがストア派は
「善いものにも悪いものにもなりうるもの」
が善いものである場合に、それを「善い」と
は呼ばず、「優先されるもの」と呼んでおり、
このことが無用な新語を導入したと非難さ
れているのである。しかしながら、ストア派
以前の「善悪いずれでもないもの」という概
念と、ストア派のいう「優先されるもの」「斥
けられるもの」という概念とは厳密に考える
なら同じではない。プラトンの言う「善悪い
ずれでもないもの」やアリストテレスの言う
「それ自体で善いのではなく、それ自体で善
いもののゆえに善いもの」は、いわば概念的
な枠組みであって、事物の分類項目ではない
のに対し、ストア派の言う「優先されるもの」
「斥けられるもの」は、それぞれ特定の事物
に一義的に適用されたと考えられるからで
ある。ストア派は、「善いものにも悪いもの
にもなりうるもの」については、それを「善
い」と呼ぶことを斥けるとともに、同一のも
のが善悪のような反対のあり方のいずれを
も同時にもつことも否定しているのである。
なぜか。それはストア派が、善も悪も何らか
の物体の性質であると考えるからである。も
し物体の性質であるとすれば、一義的に「善
い」ものと、選択によって「善い」と認めら
れるものの善さとは同じではないと考えな
ければならないし、同一のものが互いに相容
れない性質をもっていると考えることもで
きない。それゆえストア派は、善悪いずれに
もなりうるものについては、それを善あるい
は悪と呼ぶことをせず、選択非選択の根拠と
して、善悪とは別の「選ばれうる」「斥けら
れうる」という性質を措定したのである。ス

トア派は、このように言語の指示するところ
は物体ないしその性質や運動であると考え
た。ストア派の唯物論といわれるのはこのよ
うな考え方であるが、その特徴は物体につい
ての理解にあるというより、言語の表示ない
し指示についての理解にあるというべきで
ある。 
このように言語理論はストア派にとって、
諸学の基礎となる理論であるが、このことは
いまだ研究者によって十分には気づかれて
いない。それにはいくつかの理由が考えられ
る。第一に、ストア派は学問分野を区別し相
互の関係についての理論化を行ったが、言語
理論そのものはそれが一つの学問分野を構
成するとは考えなかった。そのため、ストア
派についての資料集は、言語理論を一つの分
類項目として資料を収集していない。このよ
うに、ストア哲学の研究は、ストア派自身が
設定したと考えられる学問分野の区分にし
たがってなされるのが通例であるため、言語
理論は研究の対象領域として十分に認知さ
れていない。このことの帰結として、第二に、
ストア派の言語理論についてはいまだ資料
収集そのものが不十分であり、既知の資料の
中にも未利用の証言がかなり多いと予想さ
れる。本研究は、ストア派の言語理論にかか
わる資料の再構築を、まず倫理学の分野にお
ける言語理論の活用という視点から行った。 
 
３．研究の方法 
 
ストア派の倫理学において、とりわけ言語
理論との関係が密接であると思われる問題、
存在の分類と行為の分類に注目し、これらの
分類整理の前提となる言語理論を解明した。
事象の分類は、言語現象である肯定否定と密
接な関係にあるが、このことはストア派も強
く意識していたと思われる。なぜなら、「～
であるもの」「～でないもの」の二分法の他
に、ストア派に特徴的な三分法、すなわち「～
であるもの」「～でないもの」の他に「～で
あるのでも、でないのでもないもの」を含め
た分割法があるが、これは言語現象である肯
定否定がそのまま事象に適用されないこと
を意識した分類であると考えられるからで
ある。古代ギリシア哲学においては、しばし
ば肯定否定は「反対」と考えられ、事象とし
て反対のものが、肯定否定と同じように中間
を許容しないのではないかという問題は、関
心をもって論じられた問題のひとつである。
このような問題意識がストア派にも受け継
がれていると考えられる。ストア派における
事象分析の方法としての言語理論を解明す
るためには、従来注目されてこなかった資料、
したがって既存の資料集に収められていな
い資料を閲読する必要があり、本研究におい
てはガレノス、プルタルコスの証言に注目し



た。 
ガレノスやプルタルコス等、ストア派に批
判的であるが、一定の哲学的な理解を背景に
もつ資料を学説誌資料と比較しつつ、再評価
することにより、初期ストア哲学の内在的理
解を試みた。 
 
４．研究成果 
 
現在、初期ストア派の資料としてもっとも
よく用いられるのはArnimの断片集であるが、
Arnimは資料を主題ごとに細分化して収録し
たため、もとの資料が有していた文脈は完全
に無視されることになった。しかしながら、
初期ストア派についての資料のかなりの部
分は初期ストア派のテキストそのものでは
なく、何らかの間接資料に依拠していると考
えられるから、資料の信憑性を確定するため
に、それぞれの資料がどのような文脈を有し
ているかを確認することが必要である。まず、
「目的」の概念を中心に、初期ストア派の主
たる資料であるディオゲネス・ラエルティオ
ス、ストバイオス、キケロがどのような文脈
のなかでストア派の倫理学を紹介している
かを、「目的」についての説明を中心に考察
した。「目的」についてどのように説明する
かは、ヘレニズム期の哲学にとって、学派を
識別する指標ともいえる重要な論点であっ
た。その結果、いずれの資料も、人間はロゴ
ス的動物であるから、人間にとっての目的は
ロゴス的動物に固有の目的でなければなら
ないという論理において共通し、この論理を
枠組みとして初期ストア派の倫理学説を紹
介していることが明らかになった。 
初期ストア派の倫理学において、言語理論
との関係がとりわけ密接であると思われる
問題、すなわち行為の分類の問題に注目し、
これらの分類整理の前提となっている知見
の解明を目指した。このことを考える上で重
要なのは生の目的と行為の選択との関係を
どのように捉えるかという問題である。この
問題を最初に顕在化させたのはプラトンの
『ゴルギアス』であると思われる。『ゴルギ
アス』のソクラテスは、存在するものを、善
いもの、悪いもの、そのいずれでもないもの
に分け、目的となるのは善いものであり、目
的のために選ばれるものは善悪いずれでも
ないものであって、善悪いずれでもないもの
は、それ自体としては善くも悪くもないが善
い目的のために善いものとして選ばれると
言う。プラトン自身は指摘していないが、こ
こで「善い」という概念が二通りに用いられ
ていることが重要である。すなわち、目的と
なるものが善いものと言われるだけでなく、
目的のために選ばれるものも善いと言われ
ているからである。アリストテレスはこの区
別を明確に概念化し、善に「それ自体として

善いもの」と「それ自体として善いもののゆ
えに善いもの」とを区別した。善に二通りの
意味を区別することはアリストテレス以後、
哲学各派に受けつがれた。用語の厳密な使用
を意図するストア派は、この二通りの善を同
じ名で「善いもの」呼ぶことを斥け、目的と
なるもののみを善と呼び、目的のために選ば
れたものは「優先されるもの」と呼んだ。「他
のものと比較したうえで選ばれたもの」とい
う意味である。 
初期ストア派において倫理学は魂論と密
接に関係している。本研究ではパトス論を中
心に初期ストア派の魂論の解明も目指した。
パトス論は魂と身体との境界に生ずる問題
であり、その起源はプラトンのいわゆる魂三
部分説にさかのぼる。すなわち、魂には魂に
固有な働きをするロゴス的部分の他に、身体
と密接にかかわる欲望の部分があり、さらに
両者の間にあってロゴス的部分の味方をし
欲望と戦う気概の部分が区別されるという
説明である。このプラトンの魂論に、アリス
トテレスは反対する。アリストテレスはロゴ
ス的ではない魂の働きをすべてパトスと呼
び、非ロゴス的とみなした。そこでパトスは
、身体に由来する働きなのか、それとも魂に
固有の働きなのかという問題が生じたと考
えられる。このような問題はすでにアリスト
テレスに認めることができ、新プラトン主義
のプロティノスにまで受け継がれていると
考えられる。このような哲学史的文脈におい
てストア派の主張を検討するとき、ストア派
はパトスにおける身体的変化と魂における
現象との厳密な対応を主張したと考えられ
る。このことが、ストア派について唯物論的
との批判がなされる遠因となったと考えら
れる。しかしながら、ストア派の意図は魂の
現象を身体的変化に還元することではなく、
あくまで両者の密接な対応を主張するもの
であり、このことについて初期ストア派のク
リュシッポスがゼノンやクレアンテスと異
なりパトスをロゴス的部分の働きに解消し
たと批判するガレノスの解釈は正しくない
と考えられる。初期ストア派のパトス論につ
いての主たる証言はガレノスの証言である
が、われわれはガレノスの証言から初期スト
ア派のパトス論を再現するにあたって、この
ようなガレノスの視点を考慮しなければな
らない。 
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